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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 29日 (2007.1.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 を 担 持 し 可 撓 性 を 有 す る 可 撓 性 像 担 持 体 と 、
　 こ の 可 撓 性 像 担 持 体 に 接 触 配 置 さ れ 且 つ 表 面 に 現 像 剤 を 担 持 搬 送 す る 回 転 可 能 な 現 像 剤
担 持 体 と 、
　 可 撓 性 像 担 持 体 に 当 接 し 可 撓 性 像 担 持 体 上 の 現 像 剤 を 掻 き 取 る 掻 き 取 り 部 材 と を 備 え た
画 像 形 成 装 置 で あ っ て 、
　 可 撓 性 像 担 持 体 の 軸 方 向 有 効 長 を Ｗ Ａ 、 現 像 剤 担 持 体 の 軸 方 向 有 効 長 を Ｗ Ｂ 、 掻 き 取 り
部 材 の 有 効 長 を Ｗ Ｃ と し た と き に 、 Ｗ Ｃ ≦ Ｗ Ｂ ＜ Ｗ Ａ を 満 た す よ う に 設 定 し た こ と を 特 徴
と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
　 前 記 掻 き 取 り 部 材 は 弾 性 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　
　

【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 記 載 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 像 担 持 体 は 、 こ の 両 端 部 の 内 面 を 支 持 す る 円 形 剛 体 支 持 体 を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】

現 像 剤 に よ る 可 視 像 且 つ

請 求 項 １ 記 載 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
前 記 可 撓 性 像 担 持 体 は 、 画 像 形 成 領 域 に 現 像 剤 に よ る 可 視 像 化 の た め の 静 電 潜 像 を 担 持

し 且 つ 少 な く と も 画 像 形 成 領 域 が 可 撓 性 を 有 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装
置 。

３



　 請 求 項 記 載 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 像 担 持 体 少 な く と も 導 電 層 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る
画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 表 面 に 現 像 剤 を 担 持 搬 送 す る 現 像 剤 担 持 体 と 、
　 こ の 現 像 剤 担 持 体 に 接 触 配 置 さ れ て 現 像 剤 担 持 体 上 の 現 像 剤 の 層 規 制 を 行 い 且 つ 少 な く
と も 現 像 剤 担 持 体 と の 接 触 部 が 可 撓 性 を 有 す る 回 転 可 能 な 可 撓 性 層 規 制 部 材 と 、
　 こ の 可 撓 性 層 規 制 部 材 に 当 接 し 可 撓 性 層 規 制 部 材 上 の 現 像 剤 を 掻 き 取 る 掻 き 取 り 部 材 と
を 備 え た 現 像 装 置 で あ っ て 、
　 可 撓 性 層 規 制 部 材 の 軸 方 向 有 効 長 を Ｗ Ｄ 、 現 像 剤 担 持 体 の 軸 方 向 有 効 長 を Ｗ Ｅ 、 掻 き 取
り 部 材 の 有 効 長 を Ｗ Ｆ と し た と き に 、 Ｗ Ｆ ≦ Ｗ Ｅ ＜ Ｗ Ｄ を 満 た す よ う に 設 定 し た こ と を 特
徴 と す る 現 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 記 載 の 現 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 掻 き 取 り 部 材 は 弾 性 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 現 像 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 記 載 の 現 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 層 規 制 部 材 は 、 こ の 両 端 部 の 内 面 を 支 持 す る 円 形 剛 体 支 持 体 を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と す る 現 像 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 記 載 の 現 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 層 規 制 部 材 少 な く と も 導 電 層 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す
る 現 像 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 画 像 形 成 装 置 の 態 様 と し て は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、

を 担 持 し 可 撓 性 を 有 す る 可 撓 性 像 担 持 体 １ と 、 こ の 可 撓 性 像 担 持 体 １
に 接 触 配 置 さ れ 且 つ 表 面 に 現 像 剤 を 担 持 搬 送 す る 回 転 可 能 な 現 像 剤 担 持 体 ２ と 、 可 撓 性 像
担 持 体 １ に 当 接 し 可 撓 性 像 担 持 体 １ 上 の 現 像 剤 を 掻 き 取 る 掻 き 取 り 部 材 ３ と を 備 え た 画 像
形 成 装 置 で あ っ て 、 可 撓 性 像 担 持 体 １ の 軸 方 向 有 効 長 を Ｗ Ａ 、 現 像 剤 担 持 体 ２ の 軸 方 向 有
効 長 を Ｗ Ｂ 、 掻 き 取 り 部 材 ３ の 有 効 長 を Ｗ Ｃ と し た と き に 、 Ｗ Ｃ ≦ Ｗ Ｂ ＜ Ｗ Ａ を 満 た す よ
う に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に お け る 画 像 形 成 装 置 に あ っ て は 、 可 撓 性 像 担 持 体 １ は 、

可 撓 性 が 少 な く と も 画 像 領 域 を カ バ ー し て い れ
ば 、 そ の 形 状 は ロ ー ル 状 、 ベ ル ト 状 い ず れ で あ っ て も 差 し 支 え な い 。 こ の 可 撓 性 を 有 す る
態 様 と し て は 、 例 え ば 、 Ｐ Ｅ Ｔ 等 の 樹 脂 フ ィ ル ム 状 の 態 様 で あ っ て も よ い し 、 例 え ば 、 金
属 箔 状 等 の 態 様 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 可 撓 性 像 担 持 体 １ と し て は 、 中 空 円 筒 状 が 、 可 撓 性 像 担 持 体 １ 中 に ロ ー ル 等 の 他
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は 、 可 撓 性 部 分 に

６

６

６
は 、 可 撓 性 部 分 に

現 像
剤 に よ る 可 視 像 且 つ

現 像 剤 に よ る
可 視 像 を 担 持 し 且 つ 可 撓 性 を 有 す る も の で あ れ ば よ く 、 代 表 的 に は 、 画 像 形 成 領 域 に 現 像
剤 に よ る 可 視 像 化 の た め の 静 電 潜 像 を 担 持 し 且 つ 少 な く と も 画 像 形 成 領 域 が 可 撓 性 を 有 す
る も の が 挙 げ ら れ る 。 こ の 場 合 、 部 分 形 成



の 構 成 部 材 を 持 た ず に 済 み 、 コ ス ト 的 な 観 点 か ら 一 層 好 ま し く 、 更 に 、 こ の と き 、 こ の 両
端 部 の 内 面 を 支 持 す る 円 形 剛 体 支 持 体 を 備 え る 態 様 が 、 安 定 し た 回 転 性 能 を 確 保 で き る よ
う に な る こ と か ら 好 ま し い 。
　 更 に 、 可 撓 性 像 担 持 体 １ の 少 な く と も 可 撓 性 部 分 に 導 電 層 を 備 え る こ と で 、 こ の 導 電 層
に よ り 、 可 撓 性 円 筒 体 の 基 材 が 導 電 性 を 備 え て い な く て も 導 電 性 が 付 与 さ れ 、 例 え ば 可 撓
性 像 担 持 体 と し て 有 効 な 電 界 付 与 等 が 可 能 に な る 。
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